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はじめに平成15年 度か ら実施 された学習指導要領について考え、次に筆者の一年間の
授業実践を振 り返 りなが ら検討 してい く。最後に生徒に実施 したアンケー ト調査の結
果をもとに筆者の授業を検証 し、先行研究 と比較 しながらどのような英作文 ・ライテ
ィングの授業が望ましいのかを見ていく。
キーワー ド:学 習指導要領、授業実践、自由英作文、アンケー ト調査、
理想の英作文 ・ライティングの授業
はじめに
































第1章 高等学校学 習指導 要領









学校教育の在 り方として、〔ゆとり〕中で自ら学び自ら考える力などの 〔生 きる力〕の育成を基
..
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本とし、教育内容の厳選 と基礎 ・基本の徹底を図ること、一人一人の個性 を生かすための教育
を推進すること、豊かな人間性 とた くましい体をは ぐくむための教育を改善すること、横断




適切に書 く能力を育成することとした。特に、書 く目的を考えなが ら効果的に書けるようにす
るため、書 く過程を重視 した指導を行うとともに、書 く能力を活用 して積極的にコミュニケー
ションを図ろうとする態度の育成を図ることとした。」(2)
3.外 国語科の目標
「外国語 を通 じて、言語や文化 に対する理解を深め、積極的にコミュニケーションを図ろう

















ア 聞いた り読んだ りした内容について、場面や目的に応じて概要や要点を書 く。
イ 聞いた り読んだ りした内容について、自分の考えなどを整理 して書 く。











(ウ)文 章の構成や展開に留意 しなが ら書 くこと。
イ 言語の使用場面 と働 き
(1)の 言語活動を行うに当たっては、主 として言語の使用場面 と働 きの例のうちから1






(2)言 語材料の学習だけにとどめず、情報や考えを伝 えるために書 くなど、書 く目的を重
視 して指導するものとする。その際、より豊かな内容やより適切な形式で書けるように、
書 く過程を重視すよう配慮するものとする。」(4)












ライティング(書 くことの)指 導の分野にも、自由に書かせる試み(小 松崎1991、 栗原1991、 田中




第2章 先 行 研 究
筆 者 の 英 作 文 研 究 の 取 り組 み に参 考 に な る と思 わ れ る3つ の 書 物 を こ こで 取 り上 げ てい くこ
とに す る 。 まず 第1に 、 山 岡俊 比 古 はWritingを 次 の よ うに 定義 して い る 「い わ ゆ る4技 能 の 中
でWritingは 、 メ ッセ ー ジ を 符 号 化 す る と い う 意 味 に お い てspeakingと 同 様 に 表 出 的 技 能
(productiveskill)で あ る とみ な され る。 当 然 の こ とで あ る が 、speakingに お い て は音 を媒 介 と
して 符号 化 が な され る の に 対 し、Writingで は そ の 言 語 の 書 記 記 号(graphicsymbols)を 媒 介 に
して な され る。Lado(1964:143)に よ れ ば 、Writingは 次 の よ う に定 義 され る 。Writingと は 自
分 が 知 っ て い る言 語 の書 記 記 号 を、 そ の言 語 と書 記 記 号 を知 っ て い る人 が 読 め る よ う に書 き留
め る こ とで あ る 。 しか し、Writingと い う語 の 意 味 を よ り厳 密 にみ れ ば い くつ か の レベ ル に 分 類
され 、 そ れ ぞ れ の レベ ル で の定 義 が 可 能 で あ る 。 た とえ ば 、Prochoroff,etal.(1963:63-81)は 英
語 の`write'の 持 つ2つ の意 味 を次 の よ うに 定 義 して い る 。
① 文 字(letters)を 適 切 な順 序 の 中 で適 切 に選 択 す る とい う意味 に お い て語 を綴 る こ と。
② 内容 と場 面 に応 じた ス タイ ル と語 い を用 い て 自分 の表 現 した い と思 う もの を紙 の上 に書 き
留 め る こ と。
こ の よ うに ラ イ テ ィ ング は 最 も初 歩 的 な そ の 言 語 の 書 記 体 系 に対 す る知 識 か らそ の知 識 を も
とに した書 きこ とば に よ る 自分 自身 の 思 想 を表 現 す る最 も高 度 な も の ま で意 味 す る もの で あ る。
この 観 点 か らMackey(1965:282-284)は 、Writingの 含 む も の と してgraphics,spelling ,
compositionを あ げ、 そ れ ぞ れ、 ア ル フ ァベ ッ ト文 字 を正 し く書 く能 力 、 文 字 を正 し く組 み合 わ
せ る 能力 、書 き こ とば を通 して 自分 自身 を表 現 す る 能 力 で あ る と述 べ て い る 。」(6)筆者 が 目指 そ
う と して い る 英 作 文 は ま さ し く こ こ に述 べ られ て い る 「自分 の表 現 した い と思 う もの を紙 の上
に書 き留 め る こ と」 で あ り、 「書 き こ とば を通 して 自分 自身 を表現 す る能力 」 を高 め て い くこ と
で あ る。







そ の説 明 と して 、小 川 は 「② は 、penmanshipで 習 得 した技 術 を生 か して教 科 書 の英 文 を写 し
書 きす る こ とで あ る。(中 略)③ のCopyingfrommemoryは い わ ゆ る 暗 写 で あ る。教 科 書 を見 な
い で暗 記 した英 文 を書 くこ とで あ る。(中 略)④ はい わ ゆ る 英作 文 で あ る。従 来 「書 くこ と」 と
い う とこ の 英 作 文 の こ とを 意 味 して い た 。 しか し、 英 作 文 の 前 に① 、 ② 、③ が 絶 対 に必 要 で あ
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る。 最 初 か ら英 文 を書 く とい う こ と は不 可 能 な こ とで あ り、 も しそ れ を強 行 す る と 日本 語 に な
っ て しま う危 険性 が多 分 に あ る。
英 作 文 と い う の は 文 字 通 り英 語 で 文 を 作 る こ とで あ る が 、 こ れ に はfreecompositionと
controlledcompositionが あ る 。freecompositionと い うの はcreativewritingと も言 わ れ 、
controlledcompositionは あ る 限度 内 で英 文 を作 る こ とで、 そ の極 端 な形 は わ が 国 で 広 く採 用 さ
れ て い る 和 文 英 訳 で あ る 。freecompositionとcontrolledcompositionの どち らが 高 度 で あ る
か は容 易 に 決 定 しが た い 。 どち ら も高 度 で あ りどち ら も困 難 で あ る(あ る い は や さ しい)。 た だ
freecompositionはcreativewritingの 名 前 で 呼 ば れ る よ う に単 に英 文 を作 る力 ばか りで な く、 言
うべ き何 物 か を持 っ て い る こ とが 必 要 で あ る。」(8)さらに小 川 は 「話 す こ と と書 く こ と」 に 関 し
て 次 の よ う に述 べ て い る。 「生 徒 が 外 国語 で あ る活 動 にparticipateす る こ とは 必 ず し も容 易 な こ
とで は な い 。 そ こで た い せ つ に な って くるの は英 語 の 教 師 がtolerantに な り、 あ ま り完 全 な こ と
を生 徒 に 要 求 し な い こ とで あ る。 そ して 英 語 を使 用 を さす た め に は た え ず 生 徒 をencourageす
る こ とで あ る 。 母 国 語 で も正 し く使 う こ と は必 ず し も容 易 で は な い の で あ る か ら、 ま し て外 国
語 の 表 現 に あ ま り 完 全 を 求 め て は な ら な い 。 あ ま り完 全 を 求 め れ ば 結 果 と し て 生 徒 を
discourageす る こ と に な る。 もち ろ ん 教 師 が い い か げ ん な こ とを教 えて よい とい う こ とで は な
い 。 教 師 は正 しい こ と を教 え る よ うに 務 め るが 生 徒 が い っぺ ん に ま た は極 め て短 時 日 に英 語 を
習 得 す る こ と を期 待 す るの は無 理 で あ る。 教 師 は忍 耐 強 く繰 り返 す こ とに よっ て徐 々 に正 しい
英 語 を話 し書 く よ う に努 力 す べ きで あ る。 一 足 飛 び に語 学 は 上 達 す る もの で は な い 。 従 っ て 間
違 い を お そ れ て は な らぬ 。 特 にproductionの 面 はlearnbydoingで あ っ て積 極 的 にspeakな り
writeす る実 践 に よっ て は じめ て英 語 が 身 につ くの で あ る。」(9)
以 上2つ の先 行研 究 はい つ れ も1970年 代 の も の で あ り、 最 近 の研 究 と して は2000年 に 出版 さ
れ た 「新 英 語 科 教 育 法 入 門 」(土 屋 澄 男 ・広 野 威 志)が あ り、 ラ イ テ ィ ング の指 導 に 関 して次 の
よ うに述 べ られ て い る。「英 語 の ライ テ ィ ン グは わ が 国 で は伝 統 的 に 「英 作 文 」 と呼 ば れ て い た 。
「英 作 文 」 とい う と和 文 英 訳 を意 味 して い た よ うで あ る。 高 等 学 校 の英 作 文 や 大 学 入 試 の英 作 文
の 問 題 に は い まだ に和 文 英 訳 が あ る 。 しか し書 く とい う行 為 は 、 本 来 、 自分 の考 え や 経 験 や感
想 を人 に伝 え た り、 自分 の 身 の周 りに 起 きた 出来 事 を記 録 した りす る た め に あ る 。翻 訳 は か な
り特 殊 な 言 語 技 能 で あ る。 こ の観 点 か ら、 最 近 の 教 科 書 の練 習 問 題 や 大 学 入 試 の 問 題 に 自 由英
作 文 に 近 い もの が 出 され る よ う に な っ た の は よ ろ こ ぼ しい 。 本 章 で は本 来 の意 味 の ライ テ ィ ン
グ の 活 動 を取 り上 げ る。和 文 英 訳 の作 業 は 、 語 や 文 法 や表 現 の 活 用 の た め の1つ の練 習 手 段 だ
とい う立 場 を取 る。 ライ テ ィ ング の 困 難 点 は 次 の5つ に分 類 で きる 。
(1)単 語 の 綴 り方 が むず か しい 。
(2)何 を書 くべ きか 、 考 えが ま と ま ら ない 。
(3)適 切 な語 や 表 現 が 思 い 浮 か ば ない 。







いて表現するのに対 して、ライティングの場合には文字 を用いる。したがってスピーキ ングの
「調音化」は、ライティングでは 「文字化」(graphation)と なる。他はスピーキ ングの場合 と
ほとんど同 じである。
(1)観 念化(ideation):書 き手が書こうとする言語メッセージの大体の意味内容を決める。
(2)記 憶装置(storage):言 語情報を貯蔵 したり、必要な情報を取 り出す。













・意味が通 じれば、綴 り字や文法の誤 りは無視する。
・簡単なコメント(な るべ く激励の言葉)を 書 く。





















・最後に一番大切なことは問違いをしてもかまわない。 とにか く英語に直 してみよう。
・さらには生徒 自身ががんばって作った英作文がもし黒板で解答したものと違っているよう
な場合 は必ず質問すること、 どんなことでもいいか ら質問してほしい。授業中に質問でき
ない場合には終わってからで もよいから質問してほしい、 もし筆者がその場で即答できな
い場合 にはこのノー トに書き写し(生 徒にノー トを示 しながら)、後で調べて次の時間には
必ず返答する。
次にこれは生徒には伝えてはいないが、筆者の方針 としてこの授業が少 しでも異文化 コミュ




ントな トピックを授業に組み込みながら英作文の授業を進めていった。筆者 としては何 とか一




右ページのExercisesに 進み、一人に一問つつ当ててい く。A)は 主にOralで 答えさせていく。
生徒がわか りにくい個所は板書する。B)は 部分英作文なので、簡単なものはすぐにできるが、
中には難 しいものをあるのでその場合は生徒にヒン トを与えながら答えさせる。これは板書し、








名 し、黒板 に英作文を書かせ、添削 していく。この際特に注意したのは生徒の英文をできる限








答えるべ く、授業の空き時間は辞書や参考書を調べた り、家に持 ち帰 りずっと正誤を考えてい
るというように充実 した時間を過ごすことができた。中間テス ト前にノー トに書いた件数は生
徒の質問やさまざまな表現を含めておおそよ65件 に及ぶ。その中で特に目に付いたものは4
月に授業が開始 されてまもなく生徒から 「天気がよくなかった」という問題で 「notfineという
語句を使わずにbadweatherを 使ったのでどうか」という質問があったが、これなど筆者が最初
に生徒 に指示 した 「日本語をいかに自分な りに解釈 していくか」を生徒が実践 してくれた一例
として記憶に残っている。中間テス トの採点ではこのノー トを見直 しなが ら、生徒の表現を何









6月 に2回 にわた り英作文のプリントを生徒に課 した。一回目は教科書本文の内容に関する
英作文で、これはすでに生徒に返却 している。2回 目が今回分析 しようとしているものである。
問題は過去の入試問題か ら筆者が意園 している 「どのように自分のことばに書きかえることが
で きるか」という視点か らふさわしいものを3題 選び、提出させたものである。今回は次の問
題について生徒の表現を見ていくことにする。
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「今 日で は 日本 の若 者 は 肉 の 方 を好 む が 、依 然 と して 日本 に お け る魚 の需 要 は多 い。」
こ こで 筆 者 は 「い か に問 題 文 の 日本 語 を 自分 が 知 っ て い る英 語 で 書 け る よ う に書 きか え て い
くこ とが で きる の か」 とい う こ とを再 度 生徒 に確 認 して ほ しい とい う願 い を込 め て この 課 題 を
課 した 。 夏 期 休 業 中 に 一 人 ひ と りの英 作 文 を添 削 しな が ら、 生 徒 の 理 解 度 を確 認 して い っ た 。
主 眼 は あ く まで 「上 手 な 英 語 を使 う」 こ とで は な く 「い か に 自分 な りに解 釈 して英 語 に 直 す か 」
とい う点 に あ り、 この 点 にお い て筆 者 な りに 評 価 を して い っ た 。 も ち ろ ん英 語 自体 の 添 削 も し
た 。 次 にそ の 中 か ら筆 者 な りの基 準 で 選 ん だ 生 徒 の英 文 を挙 げ て い くこ とに す る 。 す べ て原 文






全 体 を通 じて共 通 して多 か っ た 間違 い は と して は 、 「多 い」 をmanyと して い る点 が 目立 っ た。
次 に上 に挙 げ た 文 につ い て見 て い きた い 。 全 体 を通 して 「日本 の若 者 は 肉 の 方 を好 む 」 とい う
点 に つ い て は よ く出 来 て い る と思 う。 多 い の は1,2,5の よ う にlikeを 使 っ た表 現 で あ る。
3,4の よ う に 「肉」 と 「魚 」 を比 較 してい る の は 自分 な りに 日本 文 を う ま く解 釈 して い る と
い う点 で 評 価 で きる。 次 に 「日本 にお け る魚 の 需 要 は多 い」 とい う点 で あ るが 、 「需 要」 とい う
言 葉 が 難 しか った の か 、 戸 惑 っ て い る様 子 が 多 くの 英 文 で 見 られ た 、 そ の 中 で4,5は 自分 な
りに うま く解 釈 し て 自分 が知 っ て い る英 語 を使 っ て 書 こ う と して い る 点 で とて も評 価 で きる と
思 う。 添 削 を し なが らこ の表 現 に 出 会 っ た時 は正 直 うれ しか っ た。 筆 者 が4月 に伝 え た こ と を
実 践 して くれ て い る と実 感 した か らで あ る。 こ の 中 で5の 英 文 が 生 徒 な りに う ま く日本 文 を解
釈 して い る とい う点 で 筆 者 が 評 価 して い る英 文 で あ る。
4.二 学 期 の 授 業
二 学 期 の授 業 は夏 休 み後 半 の 補 充 授 業 か ら始 り、 最 初 の 授 業 で は ま ず 一 学 期 に課 した課 題 の
講 評 か ら始 め る こ と に した。 この 課 題 に 関 して は 「筆 者 が 予 想 して い た 以 上 に出 来 が 良 か っ た
こ と、 生 徒 が何 とか 自分 の知 っ て い る英 語 を使 っ て 書 こ う と努 力 して い る こ と」 な ど につ い て
褒 め る。
二 学 期 の 授 業 は ほ ぼ一 学 期 を踏 襲 す る形 で 始 ま っ た。 授 業 内 容 も難 し くな って きて い る の で、
今 一 度S+Vを 中 心 と した5文 型 を しっ か り と考 え なが ら解 答 して い くよ う に生 徒 に伝 え る。
一 学 期 に比 べ る と内 容 が か な り難 し くな って きて い るの は事 実 で そ れ に合 わ せ て 授 業 の 進 度 も
遅 くな っ た よ う に思 われ る。 トピ ッ ク につ い て は一 学 期 か らか な りや っ て い るの で 題 材 を探 す







9月 中旬からはPartllに 入る。Partllか らはPartlと 違いテーマ別に構成 されている。(Part
Iは 文法事項別である)の で、興味深い内容であるが、同時に難しくなってきているので、こ
こで生徒に再度S+Vの5文 型を使って英作文を作ってい くことを確認する。内容は難 しくなっ
ても英作文のや り方は同 じだ と強調する。PartIIで は会話文が出てくるので、男女一名つつ指
名 してそれぞれのパー トを読ませることにする。読み終えるとクラス全員拍手でたたえるとい
う方法をとる。中には感情 を込めて大 きな声で読んで くれる生徒がいて、大きな拍手を浴びて
盛 り上がることもあった。
中間テス トの前にはPartIIが 終わり、Partlllに入る。 ここでは今 までとは違い、Paragraph
Writingと い う新 しい技法が登場す る。授 業の進 め方 としてはParagraphWritingの 前に
ParagraphReadingと いう形で教科書の左ページの英文を読んでい く、そして主題文に下線を
引かせ、英文の構成につ いて生徒 に理解 させ る。 さらに英文 を二人の生徒 に音読 させ る。
Writingの 世界からいきなりReadingの 世界に入ったような感 じに生徒は戸惑ったが、中間テス
ト後に課すレポー ト作成に応用 してほしい旨を生徒 に伝える。次に夏休み明けから中間テス ト
まで生徒から受けた質問や生徒のすばらしい表現 をノー トに書 き写 した件数は60件 である。10
月末に英作文の課題1を 生徒に配る。2週 間後に提出させる。11月 の初めには教科書が終了し、
その後は英作文を含む文法を中心とした入試問題に入る。11月 中旬から英作文課題IIの 作成に
取 りかかる。これは英作文の集大成でもあ り、ParagraphWritingを 応用 させる絶好の機会で













英作文の重要性 とその効果的指導に関する一考察(林 孝 夫)
注:(中 略)は 筆 者 が 分量 を考 え て 減 ら した もの で あ る。
全 体 的 な 感想 と して は 、 全 員 よ く書 い て くれ て い た。 内容 的 に も比 較 的 取 り組 み や す か った
もの と思 わ れ る。 全 員 最 後 まで 書 こ う とい う意 気 込 み が よ く表 れ て い た と思 う。S+V等 に も注
意 して書 か れ て い た 。 次 に筆 者 な りに7ん だ 英 文 の 中 か ら二 つ を紹 介 し たい と思 う。 英 文 は原









細 か い ミス は あ る もの の全 体 と して よ く意 味 を と らえ 、 そ れ を 自分 の 知 っ て い る英 語 を使 っ
て う ま く表 現 して い る。2に 関 して は 「私 が 一 番 ほ しか った プ レゼ ン トで す 」 を 自分 が 知 っ て
い る 英 語 を使 っ て精 一 杯 表 現 し よ う と努 力 して い る 姿 が 浮 か ん で くる よ うで あ る。4月 以 来筆
者 が 言 っ て きた こ とを実 践 して くれ て い る 点 は 筆 者 と して は う れ しい 限 りで あ る。 最 後 に全 体
を 通 して 見 る とや は り 「私 が 一 番 ほ しか っ た プ レゼ ン トで す 」 の個 所 で い ろ い ろ な表 現 が 見 ら
れ 、 生徒 が そ れ ぞ れ に 努力 して い る 姿 が 浮 か び 、採 点 して い て 楽 しか っ た。 ま た、 「私 も一 緒 に
遊 べ ます 」 で はplayを 使 っ て い る生 徒 が 圧 倒 的 な数 で あ るが 、1の よ う にIcanenjoythetime
together.と 表 現 して い るの も興 味 深 い 表 現 で あ る と評価 して い る。
② 課 題 プ リ ン トII
この 課 題 の ね らい はPart皿 で 学 習 したParagraphWritingを 実 践 す る もの で あ る。 課 題 の 内容
と して は 、 昨 年 度 の 国 公 立 大 学 の2次 試 験 問 題 か ら難 易 度 や 内 容 を検 討 した 後 、Paragraph
Writingに 適 して い る と思 わ れ る問 題 を5つ 設 定 し、 生 徒 に 問題 を選 択 させ て 、 英作 文 を させ る
こ と に した。 問 題 は以 下 の5問 で あ る。
1.Inthefuture,doyouthinkeveryonewillneedtolearnEnglish?WhyorWhynot?
2.「 大 都 市 で 暮 らす よ り小 さな 町 で 暮 らす 方 が快 適 だ」 とい う意見 に対 す る あ な た の 意見 を
英 語 で書 きな さい 。
3.あ な た が 一 年 間外 国 に 行 け る と した ら、 どこ に何 を しに行 きた い か 、 そ して そ の理 由 は
何 か、 英 語 で 書 きな さ い。
4.「 地 球 にや さ し く」 あ るい は 「環 境 にや さ し く」 とい う言 い 方 で 環 境 保 護 の 重 要性 が 指 摘
され て い ます 。 こ の こ とに つ い て、 あ な た が 心 が け て い る こ と、 あ るい は、 心 が け た い と
思 っ て い る こ と を英 語 で書 きな さい 。
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5.家 庭におけるテレビの功罪(よ い面と悪い面)に ついてあなたの考えとその理由を英語
で述べなさい。









「課題の難易」等についての7項 目を設定 し、最後に 「一年間の感想」を自由記述 してもらうこ
とにした。調査時期は3年 生三学期最後の授業時に実施する。アンケー ト総数は134人 であった。
今回はそのうち5問 について考察してい く。
2.調 査 結 果 の 考 察
1.「Writingの 授 業 は 楽 しか った で す か 」
楽 しか った ある程度楽 しかった あまり楽 しくはなかった 楽 しくはなか った 無 回 答
20.1(%) 57.5 16.4 5.2 0.7
20%の 生徒が 「楽 しかった」 と答え、「ある程度楽 しかった」 と回答 した生徒と合わせ ると
77.6%の 生徒が 「授業が楽 しかった」 と回答 している。このことは、筆者が4月 当初から意図
してきたことが生徒 に受け入れ られたもの と判断 している。生徒の書いたものは必ず褒める、
生徒の書いたものをで きるだけ生かしていくという基本方針が生徒に授業へのやる気 を起 こさ
せ、それが 「授業への楽 しさ」につながったのではないかと分析 している。 また一時間に一 ト
ピックスを挿入するという工夫も功を奏 したのではないだろうか。一人の生徒は次のように評
価 してくれている。「英語は苦手なんで難しかった。でも先生は教え方 と授業の進め方がうまか
ったのでなんとか楽 しくできた。」ただ、気がか りな点は、21.6%も の生徒は 「楽しくなかった」
と回答 している点である。最後の8の 「感想」の中にもあったが 「英語がわからない」「英語が





わか りやすかった ある程度わかりやすかった あまりわかりやすいとはいえない わか りに くかった
51.5(%) 42.5 6 0
51.5%と 半数以上の生徒が 「わか りやすかった」と回答 して くれたことを素直に喜びたいと
思う。「分かりにくかった」という回答が0で 、「ある程度わか りやすかった」 を含めると94%
の生徒が 「わか りやすかった」と回答 している。筆者の心の中には一年間 「一生懸命やってき
てよかった」「報われた」という気持ちが実感としてある。「英語で考えた りするのが苦手だっ
たけど 『自分の知っている英語でいい』 といって くれたか ら難 しく考えんと書けるようになっ
たし、自分の思 うことをいっぱい書けるようになってうれ しかった」といった意見がある一方
で、「あまりわか りやすい とはいえない」と回答 した生徒の指摘の中に 「授業が早 くてついてい
けなかった」「授業の量が多 くて早かった」 という意見があったことは心に深 く刻み込んでおか
なければならないと考えている。
3.「 あ な た は この 一 年 間 でWritingに 興 味 を持 ち ま した か」
興味 を持 った ある程度興味を持った あまり興味がなかった 興味がない 無 回 答
16.4(%) 47 27.6 8.2 0.7
「興味を持った」「ある程度興味を持った」 と回答 した生徒が63.4%と6割 に達 したことは筆
者の予想をはるかに上回るものであった。過半数を超えた要因としては、筆者が4月 当初から
指導していた 「自分の知っている英語を使って表現する」「難しい日本語であっても自分の知っ
ている英語が使えるように,日 本語 を考え直してみる」「S+Vを 常に考える」 といったことが





か訪ねたことがあったが、その時も先生は親切にわか りやす く説明して くれたので、納得でき
た し、 自分の英作を全部否定せずに考えて くれたので自分に自信がつきました。英作の答 えは
たった一つで じゃないと先生が言っていたので、自分なりに自由に考えてできた」
4.「 あ な た は この 一年 間 でWritingが 上 達 した と思 い ます か」
そ う思 う ある程度 そ う思 う あま りそ うは思 わない そ うは思わない
11.9(%) 41.8 38 8.2
「そ う思 う」 「あ る程 度 そ う思 う」 が53.7%あ る一 方 、 「あ ま りそ うは 思 わ ない 」 「そ うは 思 わ
ない 」 が46.2%あ り、 生 徒 の意 見 が 二 分 して い る。 これ は設 問2,3の 回 答 に 見 られ た よ う に
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「授業はある程度わか りやす く」「授業に興味を持った」が、一年間では 「上達した」という水
準 までは半数近 くの生徒 を持ってい くことができなかったということであろうと筆者は分析 し
ている。 このことは次のような生徒の言葉か らも裏付けられる。「今までテス トの文を書 くとこ
ろを空欄にすることが多かったけど3年 になって書いてみようと思えるようにな りました。」
7.「 この 一 年 間Writingを 勉 強 して 、今 後 もWritingを 勉 強 しよ う と思 い ま す か」
しようと強 く思 う 機会があればやりたい あ ま り思わない 思 わない 無 回 答
17.9 52.2 20.1 9 0.7
「しようと強 く思う」「機会があればや りたい」と回答 した生徒が70.1%と7割 を超えたこと
に筆者は喜びと共にある心配を感 じている。喜びとは筆者の授業を受けて、これだけ多 くの生
徒がWritingを 今後 も勉強しようという気持ちになってくれたことである。設問1と3の 回答状
況か ら考えて 「授業が楽 しかった」か ら 「Writingに興味を持ち」、その結果 「今後も勉強 しよ
う」 と思ったのであろうと推察される。やはり、当た り前のことではあろうが 「楽 しい授業」
「わかりやすい授業」をして生徒に 「興味を持たせる」ことがその生徒が生涯にわたり英語を勉




保で きるのかどうか ということである。グローバル化 ・異文化コミュニケーション等の必要性
が叫ばれる昨今において、是非とも体系的な生涯学習の場 を確保 していく必要があると考える。
終わりに
筆者が第3章 で実践 してきた英作文の指導の中で柱 として位置付けたのは、山岡が述べてい
るように 「自分が表現 したいと思うものを紙の上に書 き留めること」「書きことばを通して自分
自身を表現 していく能力」を高めてい くことである。「はじめ」にで も述べたが、高校入試では
英作文に興味を持ってさまざまな意見 を述べていた生徒たちは入学後に英作文か ら遠ざかって
しまう傾向にあり(文 法等で小川が述べている 「controlledcomposition」 は少し扱 う場面 もあ








な段階のcomposition(山 岡)を 目標 とし、生徒には必ず5文 型を使うように指導 した。定期テ
ス トにおいても5文 型を使ってあれば基本的に部分点を与えたりした。一年間のうち何度 とな
くこの5文 型を生徒に繰 り返 し、使用することを求めた。これらを使いながら、一学期は教科
書にある整序問題やcontrolledcompositionが できることを目指 した。ただ英作文の授業だけで
は単調なペースになってしまう恐れがあるために、一 日一トピックを目標に、英語 ・英語文化に
関係があることが らを一時間に一つ生徒に提示 し、生徒の英語学習に対するmotivationを 高め
ようとした。これは新 しい学習指導要領の中に示された 「積極的にコミュニケーションを行え
る英語力」育成に役立てばと願ってのことである。また、「ライティングの指導の分野にも指導
の流れはコミュニケーション重視の方向に移行 しつつある」(緑 川日出子)よ うに筆者 もただこ
の授業を 「書 く」ことだけに専念せずに、教科書の導入のstoryや会話文などを生徒と読んでい
きなが ら、そこに書かれている内容を生徒 と一緒に考えたりとコミュニケーションを重視する




つけ、特にす ぐれたものには◎をつけるといったように、決して叱った りせずに常に生徒 を励
まし、生徒が間違いを恐れずに英文を書いていける環境を整えようとした。6月 には課題とし
てcontrolledcompositionを 課 し、夏休みに添削 ・分析をした。ここでは土屋 ・広野が述べてい
るライティングの指導方法を筆者 自身が採用 していることに気づ く。つまり 「意味がよくわか ら
ないところに下線をひく、簡単なコメント(な るべ く激励の言葉)を 書 く」ことである。この
ようにして生徒一人ひとりの英文に対 しコメントを書 き、二学期に生徒に返却すると生徒はそ
のコメントを熱心に読んで、友人と見せ合ったりした。この方法がいかに有効であるか、改め
て認識した。今回は夏休みということで時間にも余裕があ り、文法的な誤 りや綴 り字の誤 りな
ども訂正したが、時間的な余裕があまりない学期途中などではこの土屋 ・広野の方法を用いる
ことが効果的であると思われる。(第2章 先行研究参照)さ らに彼 らは本格的なライティングの
指導が中学 ・高校を通 じてあまり行われていないと指摘している、その理由として次のように
述べている。「おそ らく、教師が生徒の書いたものの処理に困るためである。生徒の書いたもの









controlledcompositionで あったのに対 し、二学期以降はfreecomposition(小 丿[i)であ り、自
由英作文(土 屋 ・広野)で あった。このため四月以降繰 り返 し行ってきた5文 型を再度徹底 し
た。その上に立ち、小川がfreecompositionに は 「言うべ き何かを持っていることが必要である」
と述べているように、生徒にとって自らの意見を述べやすいと思われる5つ の課題を大学入試
問題か ら選び出した。結果については第3章 でも述べたように、多 くの生徒が自分な りのfree
compositionを 完成させることができた。これで筆者のこの一年間の目標、つまり 「controlled
compositionに 始まり、freecompositionま で生徒の英作文能力を向上 させる」は達成された と
いえる。ここに至るまでは、やはり小川が述べているように 「一足飛びに語学は上達するもの
ではない。従って間違いをおそれてはならぬ。特にproductionの 面はleambydoingで あって積
極的にspeakな りwriteする実践によってはじめて英語が身につ くのである」 という手順を筆者
が一歩一歩踏んでいったことが大 きいと思われる。この小川の本は1974年 に出版されたが、そ
れか ら30年近 く経った現在においても、英作文の授業 において効果的であるというのは驚 きで
ある。逆に2000年 に出版 された 「新英語科教授法入門」(土 屋澄男 ・広野威志)の 中に 「高等
学校の英作文や大学入試の英作文の問題にはいまだに和文英訳がある」 と批判的な個所がある
が、筆者のこの一年間の経験か ら、やはり一足飛びに 「自由英作文」(土屋 ・広野)ま で行 くの
は難 しく、はや り 「和文英訳」やcontrolledcompositionと いう過程を一歩つつ踏んだ後に自
由英作文に到達できるのではないかと考える。ただ 「最近の教科書の練習問題や大学入試問題
に自由英作文に近いものが出されるようになったのは喜ばしい」(土 屋 ・広田)と いう点に関し
ては全 く同感である。筆者も二学期に課題を出すために国公立大学の二次試験問題を調べたが、
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